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４．行 政 評 価

川 西 市川 西 市

○ 取 組 の 概 要○ 取 組 の 概 要

○ 川 西 市 の 概 要○ 川 西 市 の 概 要

 川西市の概要

市役所所在地

●兵庫県川西市中央町12-1

人口

●159,395人

※H17.3.31現在（住民基本台帳人口）

決算説明用の添付資料として、政策評価の結果や全事務事業のコスト情

報（財源構成）などを整理した「決算成果報告書」を作成して、毎年議会

に提出。

行政評価の積極的活用

「評価結果の活用状況の議会への報告を義務化」
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４．行 政 評 価

○ 取 組 に つ い て○ 取 組 に つ い て

１．取組の背景

・ 大阪のベッドタウンの一つである川西市は、平成 年、 年間在職していた2 24
元市長の公共事業を巡る汚職事件、前市長の市長選に絡む贈収賄事件等の結

果、元市長の逮捕、前市長辞職、議会の自主解散など、正に市政崩壊の様相

を呈していた。

・ 前県議であった柴生現市長当選後、市のイメージを払拭すべく、市民に開か

れた市政をめざして、総合計画審議会委員に高校生を登用するなど一連の改

革に着手した。庁内では「情報公開 「市民への説明責任 「市民参画」など」 」

を重要な政策課題として取り上げ、具体的なシステムづくりを検討すること

となった。

・ 上記課題への対応の一つして、平成 ～ 年に地方自治研究資料センター・4 5
斉藤達三氏との共同研究により 「総合計画の管理システム」の開発に着手。、

、 。 、その後 阪神淡路大震災などの影響により同システムの導入を延期 そして

平成 年度からは事業評価を試行し、現在の行政評価システムへと発展させ9
ている。

・ 平成 年度からの事業評価試行を経て、平成 年度から「事業別予算」を導9 11
入、及び施策の体系の小項目（施策）レベルでのアウトカム（効果・成果）

評価を開始した。

・ このように行政評価システムが本格稼動したタイミングで 「情報公開 「市、 」

民への説明責任」を果たすため、その成果を決算成果報告書「こころ街レポ

ート」にとりまとめて、毎年 月に議会（決算特別委員会）に提出すること9
とした。

２．取組の具体的内容

・ 「こころ街レポート」は 「施策体系別所属別総コスト一覧表 「施策別評価、 」

指標一覧表 「行政サービス成果表」で構成されている。」

①施策体系別所属別総コスト一覧表

・ この表は、一般会計決算を、総合計画の施策体系（分野、小分野、施策）を

表側に、さらに所属部等を表頭にマトリックス（行列）に並び換えているも

のである。

、「 」 。 、・ この表からは を捉えることが可能である なお施策の目的ごとのコスト

コストを正確に捉えるため、決算書では事業コストに含めていない人件費と

( 15 )公債費を含めて計上している。 以下は平成 年度同表から一部抜粋
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②施策別評価指標一覧表

・ 目的の体系の最小単位である「 」を表している。この指施策ごとの評価指標

標は､計画立案の際の事業の優先順位付け､事業選択等に活用している。(以下

は平成 年度同表から一部抜粋）15

③行政サービス成果表について

・ 施策体系（分野）に基づいて分類している。各施策体系ごとに「施策別行政

サービス成果表」と「事業別行政サービス成果表」の 種類の表を添付して2
編成している。

施策体系の施策レベルで行政サービス・ 「施策別行政サービス成果表」とは 「、

であり、ここでの成果は、アウトカのコストと成果を捉えようとするもの」

ムの評価指標を用いている。具体的には、表の左側に施策を達成するために

用いた事業・細事業とコストを表示し、右側に成果をみるための評価指標を

表示している。

・ 「事業別行政サービス成果表」とは、目的として掲げた施策実現のために行

った行政サービスについて、事業をキーにして作成している。ここでは、決

算書に表示している事業ごとにコスト情報 、事業実施情報を掲載して つの1
表にしている。また、事業実施情報の中で細事業ごとに成果指標を作成して
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いるが、これは、アウトプットとして捉えるものであり、原則、前年度と比

較している。 （以下は平成 年度同表から一部抜粋）15

３．取組にかかる事業費

・ 平成 年度の事業費 システムリース料 は、 千円である。16 ( ) 1,732

４．取組の体制

○現在の体制

決算成果報告書「こころ街レポート」の作成は、企画財政部財政課が所掌して

いる。また、行政評価、総合計画の策定・管理を所掌する企画財政部政策室も

関わっている。

５．取組の成果

・取り組みの成果は以下の 点である。2
① 近年は予算、決算の委員会において 「こころ街レポート」の内容について言、

及、質問があるなど、関心が高まっている。

② 職員の仕事のスタイルも、総合計画を行財政運営の中心に据えながら、これ

までの業績重視から成果重視へと変化している。

６．今後の課題

・ 「こころ街レポート」は今後も策定を続ける予定であるが、行政評価システ
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ムの発展や、同市が考える新しい自治・まちづくりの仕組みに応じて、広く

活用していくことを想定しており、それに向けての取り組みが今後の課題と

いえる。


